
2025 年度 事業報告・2026 年度 事業計画（公表） 

Ⅰ  2025 年度 事業報告 

1 施設整備の実施状況 

■ 園庭整備 

• アンパンマンのウェスタンカーニバルを設置 

• ※令和 7 年度 広島県教育支援体制整備事業費補助金（幼児教育の質向上

のための緊急環境整備）  施設整備補助金 90 万円を活用 

■ 園内整備 

• 遊戯室エアコンの買い替え 

• 床修繕（ばら組・ゆり組） 

• 談話室設備の更新（空調整備、テーブル・ソファー設置） 

2 保育の質向上と教職員の専門性向上の取り組み 

本園では、保育の質向上と教職員の専門性向上を目的として、毎年度自己評価を実

施しています。2025 年度は以下の項目について評価を行いました。 

■ 自己評価項目 

 子どもの安全・健康管理 

 保育計画の実行力と創意工夫 

 保護者対応の適切さ・誠実さ 

 園内ルール遵守・報連相・環境整備 

 困難な場面への前向きな対応 

 チームワーク・協働性 

 研修への意欲・学びの保育への活用度 

■ 総合的な分析 

➢ 子どもの安全・健康管理は概ね安定し、誠実な取り組みが多く見られた 

➢ 広島県アドバイザーの年 3 回訪問支援により、支援の必要な子への関わりが

向上した 



➢ 若手職員が行事の見通しを持ちながら保育を進められるよう、チーム支援体

制を整備した 

➢ 研修内容は全職員へ共有できている 

➢ 個人情報保護・性暴力防止法・虐待防止に関する内容は、定期的なフィード

バックが必要 

➢ 非常勤職員の研修参加を促すため、勤務時間内での研修体制整備する 

3．苦情受付窓口へのご意見と園の対応 

 

① 送迎時の駐車場での立ち話・交通渋滞(近隣住民) 

ご意見⇒保護者の立ち話により子どもが危険な状況になっている、道路上での待機

車両による渋滞が日々発生しているとの指摘。 

園の対応 

• 4 月 14 日より用務員による交通整備を実施 

• 駐車場利用に関する注意喚起メールを保護者の皆様に配信し、安全な送迎

への協力を依頼 

② 登園時間帯のボール遊び 

ご意見⇒登園時間のボール遊びが危険であるため中止してほしいとの要望(登園中

の園児にボールが当たったが職員は気づいていなかった) 

園の対応 

• 職員会議で登園時の遊び方を協議 

• 朝 9 時まではボール遊び・鬼ごっこ等の走り回る遊びを控える 

• 職員間でルールを共有し、安全な保護者の通路を確保 

③ 友だちとのトラブルによる怪我と職員の説明 

ご意見 怪我の際の職員説明が不十分であるとの指摘 

園の対応 

• 怪我発生時の対応マニュアルを再確認し共有 

• 説明方法を統一し、丁寧で分かりやすい説明を徹底 



Ⅱ．2026 年度 事業計画 

1．2025 年度の総括と現状認識 

2025 年度は、保育・教育の質向上、ICT 活用の推進など一定の成果が見られた。 

一方で、築 42 年の園舎老朽化が急速に進行しており、安全性・耐震性・衛生環境・

保育環境の観点から対応が必要である。園舎老朽化対応は、園の安全性・保育環

境・職員の働きやすさ・地域からの信頼を守るための最優先課題である。2026 年度

は、専門家調査・財源計画・中長期整備計画の策定を進め、園の未来を見据えた体

制づくりに取り組む。 

■ 顕在化している課題 

 建物の経年劣化による修繕費の増加【保育室床については、緊急改修実施】 

 空調不足(電気容量が既に上限に達している。電気容量の拡張には大規模な電気幹線

工事が必要となり、現園舎の構造では対応が困難であるため、新築・増築計画の中で電

気設備を根本的に見直しが必要   【遊戯室・乳児室は、２０２５年度新設、修繕実施】 

 保育室の狭さ・動線の非効率性 

 バリアフリー対応の不足 

2．2026〜2027 年度の主要課題 

（1）園舎老朽化への抜本的対応（最優先課題） 

2026 年度：基本計画・概算予算・財源計画                     

2027 年度以降：実施設計〜工事着工の判断 

3．組織運営・リスクマネジメント 

◆ 園舎老朽化に伴う事故・災害・設備故障への対応計画を実施 

◆ 報連相のばらつきを改善し、情報共有フォーマットを整えていく 

◆ 保育の振り返りを定期的に行い面談を実施、協働性を向上していく 

◆ 非常勤職員も研修に参加できる体制を整備し、キャリアパス資格取得を支援 

 


